
年末年始を迎えるにあたり、海外からの人や物の移動が再び活発になることが予想さ
れ、これに伴い家畜伝染病が国内へ侵入するリスクが急速に高くなります。
R7年の春節（中国の旧正月）は、１月２９日となっており、春節を機に多くの東アジアの
国々では長期休暇に入ります。今まで国内で確認されなかったランピースキン病がR6年
１１月に国内初発生したように、アジアで流行している口蹄疫ウイルスが国内に侵入する
可能性があります。
長崎県では、5年振りに韓国定期便の運行が再開されました。国際線が就航する空海
港では動物検疫による水際防疫対策強化が図られているところですが、農場への侵入
防止対策の徹底が重要ですので、飼養衛生管理基準の遵守に努めてください。

牛飼養農家の皆様へ

【農林水産省HP】
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○畜産関係者等の海外渡航の自粛
・口蹄疫等の発生地域への渡航を自粛して下さい。やむを得ず渡航する場合は、農場へ
の立入りや家畜との接触を避け、帰国時には衣服等の消毒を実施してください。

○農場への病原体侵入防止の徹底
・看板の設置等により衛生管理区域に不要な人を立入らせず、不要な物を持ち込まない
ようにして下さい。
・飼養者だけでなく、衛生管理区域に入場する全ての人に対し例外なく専用の衣服及び
長靴の着用、手指消毒等を徹底するとともに、持ち込む物や入場車両の消毒を徹底して
下さい。
・野生動物の侵入防止のための防護柵や防鳥ネット、畜舎の壁・天井等に穴や破損箇
所、隙間等がないか再点検し、不備等を認めた場合は直ちに改善を図るなど対策をお
願いします。
・ランピースキン病の感染拡大の要因となる吸血昆虫（サシバエ等）の対策（主な発生
源となり得る除糞しにくい場所、牛が踏みつけない畜舎の四隅等、堆肥置場周辺等への
IGR剤の散布）、サシバエの休息場所となる牛舎周辺の草刈り等の実施、また、農場間
の伝播リスクを低減させる対策（車両の消毒、車体や車内におけるサシバエを農場間で
運ばない対策）を併せてお願いします。

○牛の健康確認と早期発見・早期連絡の徹底

•飼養家畜の健康観察を毎日入念に行い、口蹄疫の特定症状を確認した場合、ランピー
スキン病を疑う症状（発熱、食欲不振、皮膚の結節等）を認めた場合は、家畜保健衛生
所又は診療獣医師へ連絡するようにお願いします。

• また、出荷や導入等で牛を移動させる場合は、健康状態の確認をお願いします。

口蹄疫の発生情報 ランピースキン病の発生情報

年末年始及び春節の時期における家畜防疫対策の徹底について

問合せ及び異常牛確認時の通報先：中央家畜保健衛生所 担当：中川・下條・三浦
ＴＥＬ：０９５７－２５－１３３１ ＦＡＸ：０９５７－２５－１３３２



国内におけるランピースキン病の発生状況
ランピースキン病発症牛
体表の結節（福岡県HPより）

アジアにおける口蹄疫の発生状況
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